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序のことば

栗山川は下総と上総の国墳を流れる二級河川であるが、流機は往古よ

り先人の貴重な文化の足跡が遣されています。

また、工業団地造成にともない調査が行なわれた八石田遺跡は、栗山

川の支流を眼下に抱く下総台地に位置し、 私どもの祖先の生活を知るう

えで、貴重な資料の宝庫とみられております。

故きを温ね新しきを知ることは、私たちへの教訓|であり 、 文化遺産を

保存伝承してい く ことは、私どもに課せられた責務ではありますが、開

発と保護は、 まだ幾多の問題が山積しているのが現状であります。

この報告書が学術資料としてはもとより郷土の理解と、文化財の保護、

普及に広〈活用戴けることを切に望むものであります。

終りに、本調査に当りいろいろと御指導を賜りました県文化謀、直接

調査にあたられました調査員の方々、さらに関係各位に心から謝意を表

する次第であります

平成元年 3 月

光町八石田遺跡調査会
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例言

1 .本書は、匝瑳郡光町八石田における光町による工業団地造成事業に先立つ埋蔵文化財

の調査報告である.

2. 本調査は、八石田遺跡調査会が昭和63年 6 月 7 日から同年 9 月 2 固まで行なっ た.

3. 調査は、千葉県教育庁文化謀、及び光町教育委員会の指導によ ry .八石田遺跡調査会

のもとに、 下記の組織によって行なわれた。

会 長 椎名茂道(光町公民館長}

委 員 林 正(文化財審積員)

伊橋敏郎(文化財審議員)

事務局 橋浦芳朗(光町公民館長代理)

伊藤美智代(光町公民館主事}

調査員 新井和之{日本考古学研究所研究員、日本考古学協会会員)

調査補助員 加 川 泰良(日本考古学研究所研究員)

4 . 調査墜理作業は、 調査団で行ない、図版作成及び執筆は新井が行なった。

5 . 遺構実測図中の水糸レベル上の数字は標高を表わし、遺物出土レベルは、床面に対し

て土 O 咽とし、文末に表示した.

6 . 本調査の遂行にあたっては、多くの方々にご指導、 ご鞭鐙を項き、感謝申し上げる次

第であります。



遺跡の立地と環境

今回調査を行なった千葉県匝建都光町八石田遺跡は栗山川右岸の洪積台地上に立地している。

周囲の低地は現在水聞として使われているが、栗山川に面した地域は最近まで沼地であったと

聞いている.河川改修の結果、水田に利用できるようになっている.このように軟弱な地盤を

この調査地点は北側が砂層、中央がチョコ帯、南側がローム層であ っ た。裏書きするかの知〈、

これは裾幽により台地が傾斜しているためである。これを遺構の分布と重ねてみると 、 土法や

地下式士拡が主に砂層やチョコ帯に占地 L、住居祉がローム層の部分にあるのに気付しこの

台地は北側から南側に傾斜しているので、住居祉は斜面の下位面に固まり、重復していること

になる.

本遺跡の対岸には戦国時代の繊郭である篠本織が占地している。 これは周囲が沼地か深い水

回であることが戦時に守りやすい立地になったものと考えられる.本遺跡にも中1Itの遺構が発

見されているが、 これが直接関係あるとも無いとも言えないものの指呼聞にほぼ同時期の繊郭

があることのみ指摘しておきたい。

-宝米 6 号犠{註 3) 等の発担調査

が行なわれていてそれなりに注目きれていた地域に立地する遺跡でもある.最近では独木紛が

多〈出土することでも知られている地域であるが、特に小川台遺跡でも本遺跡と同じ時期の集

-小川台古墳(註 2 ) さらに古くは小川台遺跡(註1)

手喜を調査しているので古墳との関連を含め注目きれる。

光町小川台遺跡小川台遺跡発掘調査報告書J青木幸一他「千葉県匝瑳郡光町

1987 調査会

註 1

1975 小川台古場群調査団

1967 

八匝教育委員会

金鈴20号「宝米六号境石室調査報告」杉山膏作

なお遺跡位置図は下記円分布地図より転載した。

宏他「下総小111 台古墳群」滝口註 2

註 3

1986 

2. 鯛査経過
本遺跡は1988年 6 月 7 日に枕打ちを始じめて確認調査を行ない 6 月 16日には確認調査を終了

6 月 20日から6 月 17 日からブルドーザ 1 台とユンポー 1 台により表土削ぎを始じめた。した.

l
i
l
i
-
-

光町教育委員会r千葉県光町埋蔵文化財分布地図」林勝目IJ他

6 月 23 日から遺備の調査に入った.重機による表再ぴ調査補助員を入れて遺構確認を行なう。

7 土断IJ~は 7 月 2 日に終わり 、 遺構の調査は続けて行なうが、例年になく雨降りの日が多〈、

8 月にもその傾向が続き、調査は大幅に遅れた。丹、

調査が鰐了したのは 9 月 2 日のことであった。 その後 9 月 5 日及ぴ 8 日に地元小学生を招き、

現地説明会を行なったが説明会は好評のうちに無事終了した。

3 



5. ，.嵐厳酔
6 繍ノ 台古繍

7 徳本..跡
8. It省古繍

19 宝米通酪
20 宝米繊陣

21 宝米古墳群
22 ニ瓦遺跡

23_ 要書台..蹄
24、 E白適鵬
25 掴切遺跡
目八石図遺跡

27 新古遺障
28.. .山遣隊
29. 神山谷温降
30 緩ノ台遺障

八石田遺跡と周辺町遺跡

(鱒 1 図)八石田遺跡と周辺の地形

- 4 -

3l 繊ノ白線
32 神山台遺跡
33. 谷海量轟
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2 賞縄色土 ローム町 2 次哩輔.

{第 2 図)八石田遺跡遺稿分布図
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3. 遺構

(1)住居雄

住居祉の番号は28まで付けたが、第 3 号・ 4 号・ 10号の 3 軒は欠番とした。これは土拡や中

世の土拡群になり住居祉にならなかったためである。特に第 4 号住居祉とした地点は平面プラ

ンでは、まるで住居祉が重複している様に見えた.掘りすすむに連れて土拡群であることに気

付いたものである。つまり台地整形をした後に土拡群を形成しているので住居祉のプランと間

違えたものである。 第 3 号住居祉も当初確認面では隅丸方形であったので住居祉番号を付けた

ものの最終的には楕円形プランの深さ 60咽程の土拡になった。第10号住居祉は掘立柱建物祉と

思われる第13号住居祉東側に想定したが、検討した結果欠番とした。(住居社一覧参照)

(2) 地下式土拡

第 l 、第 2 号の地下式土拡は第 1 号溝で繁がっている。これは第 l 号溝が参道のような機能

をしていたのであろうか.

(3) 潟

第 1 、 7 、 8 、 9 号溝は浅い上に、立ち上がりも不明瞭であり、地境とか道路等の性格が強

い。 特に第 8 、 9 号溝は、浅い上に良〈踏み固められている面と軟弱な面が互層になっている

ので、道路の性格が強い。

第 2 ， 3. 4 、 5 号溝は特に底面が平坦で掘込みが明瞭であり、特に第 3-5 号溝は深〈 、

第 3 号溝は深さ約150cm程になった。また、第 5 号溝も 1 m 以上の深さがある。

平面図の上で気付くのは、第 2 、 3 、 5 、 6 号の各溝がほぼ平行して走っていることである.

これらは出土遺物の上からほぼ中世の所産であるので何らかの関係を想定できる 。

第 3 号溝は合計 3 ヶ所の貝層が発見されている。 そのうち最も大型のプロ y クである第 1 貝

. 層は、ダンベイキサゴ7 ， 67叫圏、オオタニシ2 ，4ω個、ハマグリ 17例圃(左右合計)、シジミ 111倒

(左右合計上が出土した。 貝層に混じって内耳土器が出土した。これらは固い面の上に埋積し

ているので道路としての機能が無くなった後に貝層を形成したことになる。

(4) 土法

合計9&1固の土拡を調査したが、紙面の都合により特徴的なものを図示した(第34図~第35図L

第 1 、 21 、 22、 94号土拡は床から壁にかけて粘土を貼ったものである。第 l 、 94号土拡は粘

土の貼っていない部分がある一方で、第21、 22号土拡I;j:、それに対して何れも 10cm-20聞の厚

きで密に施され、しかも重複している。

第34図の第12 ・ 15 ・ 16 ・ 17号土拡計 4 基はチョコ帯から粘土層に形成された土拡群で、第 2

号住居祉を破漉している。 これらは連結して形成する. 特に第12号土拡は砂が覆土となってい

る。 この砂は山砂である。

- 6 -



住居祉 覧表

住居 規 模
主軸

柱 蔵貯穴 周
時 期 保存状態 カマド法量 備 考 {重債関係)

N. 縦×欄・深き 穴 構

1 1 8 世紀 3.84x4. 15 ・一 北西 一部磁域 1.02xl.15 4 有 保存は恵<.遺物は1>ない.

217世紀 北東 一部残存 有 中世の土絃群により切られている.

3 中世 欠 番 住居地ではな く て、中世内情円形遺構.

4 中世 究 書 中世の土紘群になる.

5 不明 ー-x一一一・ -23 南北 コーナーのみ ー-x-- 事 4溝に切られる.

618-9世紀 X4. 15 ・ -22 :t車 酉倒的み 一一一-x一一一ー 11 建て直しか?擾乱が著しい.

71 5 世紀 一ーー-x一一一ーー 北北東 コーナー町み 一-x一一 l 道路や 3 溝で切られる.

8 3 師 x3.68 ' -18 約すを調査 一一一-x一一一一 5 有 事 3 溝.軍 3地下式士拡に切られる.

91 8 世紀 不 'ij 北北東 約すを調査 一- x一一 2 有 建て直し、 3 漕に切られる.

10 欠 番

11 8 世紀 一-)(5.50 ・ -35 北東 約告を調査 98X 1, 27 4 有 建て直しあり、 7 溝に切られる.

12 8-9世紀 5.42x5.62 ・ー却 北東 慢乱顕著 91)(-ー 5 有 遺物もほとんど出土しない.

13 8 世紀 ー-x一一一 ・ -95 西北西 約告を開宣 1.16x86 3 有 相E乱顕著、南側は斜面にかかる.

14 7 世紀 5.曲 X5.04 ・ -22 北西 約-tを調査 1. 48)(抽 5 有 有 鍵乱が諸 L O溝.27住に切ら札97拡を切る

15 8 世紀 4.74x4.02' -同 北北西 約すを簡査 1.日 x 1.07 6 有 冊、蝿土拡. 18住を切り事 5 溝に切られる.

16 8-9世紀 3.53x3.56 ・ -66 北東 完存 1.12)(90 5 有 27住を切っている.

17 8 世紀 4 回 )(4.10 ・ -28 北東 完存 1.13xl.17 5 有 19住を貼って形成している.

18 7-8世紀 3.55 x一一ー ・ -45 北西 約すを調査 一-x一一 1 有 15往. 5 溝に切られる.

19 7 世紀 6.25x6.15' -40 :t北東 完存 回 x 1.01 9 1 1 有 17住、地下式培、 14埴に切ら札、蝿ほを切る.

20 8-9世紀 4.54)(4.10 ・ -42 北東 はぽ完存 岨)(1. 08 有 21住を切り、 22住、 8 号溝に切られる.

21 8 世紀 4.72x4.29 ・ -28 南北 約骨を調査 5 有 有 如、 22住及び 8 号溝に切られる.

22 8 世紀 5.08x5.04' -48 南北 約4トを鯛査 1.15x89 4 有 20、 21住を切り、 23住に切られる.

23 8 世紀 3 同 )(4. 12 ・ -45 北北東 完存 1.12 x 1.18 5 有 22住26住を切っている.

24 8世紀 3.剖 x3 帥・ -45 北北西 不良 2.18x2.20 4 有 5 溝に切られている.

25 8 世紀 2 拍X一一一. -22 北東 約告を筒査 一-x一一 有 4 溝に切られる。

26 6 世紀 7.14 )(6 .84 ・ -46 北北西 (炉)60X56 3 1 1 有 28住を切。、 24住.5 溝に切られている.

27 6 -8世紀 4.48)(一一一 ・ -70 北東 約す強調査 一- x一一 有 主要都を 16住で履きれている.

28 5-6世紀 ー-)( 2.95 ・一。 東南車 周溝柱穴円み 50x制 4 有 住居祉の痕跡的み、 26住と完全に量なる.

地下式 土 t広

N. 時期 規 模 主軸 保存技館 鏑 考

1 A 中世 2.95X 1. 75 ・-1. 52 西北西 且 好 1 B に切 られ.軍 l 溝にも切られる.

1 B 中世 3 . 90x I. 98 ・ー1. 84 西北西 良 好 天井部が残~ .張り出しがある. 人骨・動物遣存体出土。

2 中世 3.17x2.10 ・ -2 剖 北西 不 良 事 l 号溝に切られている.

3 中世 3.12x3. 12 ・1. 56 西北西 不 且 8 号住、 19号往を切って構撮している.
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第35図の第69. 70、 88、 89号の 4 基も接近して形成されていて、第69、 88号土拡は人骨が残

っていた.中世の人骨が残っていると言うのも筆者には疑問であるが、ここでは地下式土拡の

中にも骨が残っていたので証左かも知れない。特に第69号土拡には頭部から歯の付いた額骨が

出土している.第35図の第92号土拡は形態から縄文時代の陥し穴である 。 同織の土拡は他に第

96、 97号土拡がある.

第36図に示した東側土拡群は、調査経過で述べた通り、発見時においては巨大な落ち込みで

あった。これらは建物栓である可能性も否定できないが、並び方が不自然であり墓拡群と考え

た.その中でも C-Dに示したエレベーションの北側は確認面が粘土かチョコ暢であり、南側

はローム画であった.セクションベルト C-Dには浅い窪地が認められ、さらにそれを埋めて

貼床のような面が包められた。チョコ帯に形成された土拡は覆土由晴也面と同じ色網であり、

断面図を作るのカ鳴かしく最終的に断念した。南側のローム面での土拡は、ローム粒やローム

プロックを多〈含んでいた。

4. 遺物
進梅のほとんどが重徳し合っていたことに関しては、先にふれた通り、 ローム層の発達が見

られるところに住居社、粘土層の部分や砂層に墓拡が造られていた.このように台地斜面に住

居祉が立地するのは光町町内の小川台遺跡にも閑織の現象が見られた事を思い起こされねばな

らない.小川台遺跡は 8-9 世紀を中心とする住居祉の調査が行なわれたが、八石田遺跡では

5 世紀 l 軒、 6 ・ 7 世紀が 7軒あり、小川台遺跡より古くから集落が営まれている.ここで重

視したいのは 8 世紀になってからの住居祉が増加していることである.これを持って国策で、

人聞を動かせた計画集落の一緒とは結び付くとは思えないが、 8 世紀と言う時期に安定した生

産の基礎を固めたことが理解できる.

ζの時期は、 ~t総台地では竪穴住居社からの出土遺物が少なく、特に 8 世紀前半のものは遺

物の少ない住居祉が多いとされている。 このような点から、県内の遺跡の類似点として、指摘

'できるのであるが、第22号住居祉は比較的土器の出土量が多〈、好資料である。その中で注目

きれるのは、 10の灰紬陶器(第22図)と、 9 の暗文のある杯(第22図)である。やや雑な作り

方に思えるが、丸底の杯より平底の杯へ移行する要素を内に含むとも、時文をある徹入品を真

似たものと考えられる。本遺跡には、 6-9 世紀を通して、土師器が~<須恵器が少ないのも

特長であるが、焼成不良の須恵器は見当らず、くすべ焼きの土器も少なく図示できたものは第

11号住居祉の 7 が 1 点のみである.このことは須恵器、くすべ焼きの生産地に速いのと、その

流通ルートに乗らなかったのが原因としてあげられる。 それだけに第22号住居祉の10は、より

注目を集めてしまう。

第17号住居祉には轟書土器が出土した。 2 点出土したが、 8 の r上」、文字不詳の 9 がある

が、実はこの他にも第17号住居栓からは墨書土器が 2 点出土している。何れも「真」字であ っ

たと記憶している。 この 2 点は不幸にも盗難にあい、図示できないが、文字不詳の 9 が r真J

である可能性は高いと思う 。
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(1)住居祉出土遺物(1) 

住居 造物No

ー
種

法量 国陣位圃
形'の特徴 盤 形 (f) 特 億

N. 口径 x l!径×現存高

1 3図 1 土師畢杯 14.6 x--)( 3.4 丸底で穫を持ち、内折する 件直はヘラケズ '1. 口辺と内面はナデ.

z 土師高杯 13.0 X一一ー 3.0 外穫を持ち外反する 内外商共へラミガキ.

3 動健. 推定金俳優1. 6 x 1.4 槽同軍援を呈する学究品 外面へラケズリ.

6 5図 1 須車審査 30.8x一一-)( 8.0 折り返し目録で外直する ロクロ水逸事手法.

7 6図 1 土師高杯 19.3X--)( 4.2 外砲を持ち外反する 内外共ナデを行ない.へラミガキを施す.

z 土師高事事 ー-xI4.5xI5.0 Itを持ち披露にすぽまって行〈 内面に槍積み穫を残す、外商へラミガキ.

9 7図 1 須車器杯 ー-x 9.8)( 2.8 高古停で高古都11件直している ロクロ水逸事手法で蟹作、焼成良好.

11 8図 1 土師包聾 22.0 x--)( 6.0 頭部で括れが著し〈車に外反 外面胴留へラケズ '1 、頭部と内面ナデ.

z 土師事曹 ーーーx 6.6xl1.6 覇薗で措れ日韓首11凹・ttになる 外面開部へラケズ札口辺邸内面ナデ.

3 土師器蜜 12.2x--)( 4.3 やや閉が短か〈揺れは弱い 外面下半ヘラケズリ、口辺・内面ナデ.

4 土師器杯 一一- x 7.4x 3.0 底部から稜を持ち外反する 底部は糸切 O後周辺部へラケズリ.

5 土師器杯 ー一-x 8.5x 3.2 ロ クロ底影、やや租維な作り 糸切り後無鯛董 ・劇部下噌へラケズリ.

6 須恵器董 16 .3><ーー-)( 2.4 ロ ク ロJl形後内面ナデ 返りは持たず、やや平面的.

7 〈すベ杯 11.4>< 8.3>< 4.6 底部から向育現障に立ち上がる 底揮は切り飲 L後全面へラケズリ.

8 須車器費 一一->< 23.6><16.5 内膏気暗に立ち上がる 外面はタタキ目を全面に施す.

13 11図 1 土師審聾 20.2)(--)(21.9 やや畳胴担障で頭部11揺れ輔い 措抗菌付近で盤位.園都11軒並にヘラケズリ .

z 土師&!I! 15.2x--><15.9 畳刷費九時で頭部内揺れは弱い ヘラケズリが斜位町奥方向に規きれる.

3 土師器痩 17.6 x一一-x 8.1 揺れは弱〈ロ緑外薗に凹鰻 外面・内面共にナデ、内面に繍へラケズリ.

4 土師畢杯 14.0x--)( 3.5 九庄で洩〈立ち上がる 外面へラケズリ、内面ナデ.

5 土師器杯 14.0x--)( 4.2 丸底で丸障が強い 外面ヘラケズ '1 、 口辺部・内面ナデ.

6 土師器杯 11.8x--)( 3.8 外視をわfかに持ち丸底 外面へラケズリ口週内面ナデ、隅色量事{撞}

7 土師器杯 11.2><--)( 3.9 外視を持ち丸底、口線外反 外面へラケズ '1 、 口辺内面ナデ.

8 砥石 7.2>< 4.7>< 6.5 不聾形を呈する 砂岩蝦砥石である.

14 12図 l 土師包聾 16.9 x--)( 15.5 胴長気味で揺れ部強い 外面上半縦位下半斜位へラケズリ .

2 土師鶴痩 14.8><--)( 10.5 開量担障でコの宇抗日栂を持つ 外面輪積痕換し胴薗ヘラケズリ内面目録ナデ.

3 土師器杯 11.8x--)( 4.6 外視を持ち口織内反する 外面ヘラケズ リ 口融内面ナデ.

4 土師審杯 14.9><--)( 3.3 舛置を持ち外尻下半へラケズリ 内面鼎色処理.

15 M図 l 土師&!I! 12.8x--xιo 揺れ弱〈外面下半へラケ;r:'1 内面指頭債残す.

2 土師器杯 14.0x-x  3.0 丸底で外面に離を持つ 外面ヘラケズリ、内面・口緑外面ナデ.

3 土師器杯 14 .8><一一- x 3.0 平底無時的丸底口織内面ナデ

4 砥石 5.0x 1.5-3.8 パチ型を呈し紐を過す孔を持つ .灰棋岩製の砥石.

16 15図 E 土師器質 16.9><--)( 9.3 目録郵に凹線を持ち括れ弱い 外面胴都へラケズリ、口揖内面ナデ.

2 土師器裏 18.2><--)( 6.6 l に比べ口悼の沈線明厳 外面括れ都内みへラケズリ、内外面ナデ.

3 研・s 5.4>< 5.3x 1.5 不聾方車内土器片利用町研・器 Z圏内頭部外面に粂を散条持っている.
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住居士止出土遺物( 2 )

住居 通軸N.
法量単位冊

形態 の特徴 特s 種 聾 形 σ3 書世
N. 日経×底径X高き

16 15図 4 砥石 4.3X 2.6 予( 1.2 砂岩製町砥石 中央部町指れる器形.

17 17図 1 土師器聾 20.2X--X 13.3 括れ都弱〈口融に回線. 胴部下半従位へラケズリ内面口辺ナデ.

2 土師器裏 16.3 X一一-x 5.9 コの字状に近い頭部口融に凹.. 内面日揖ナデ外面ヘラケズリ内面口辺ナデ.

3 土師器壷 12.1 X --X 5.5 強〈指れ外反して行き膏くなる . 外面口辺へラケズリ梶位.胴陣内外面ナデ.

4 土師器綜 13.7X 3.4X 8.7 平庄で内膏凱味に立ち上がる. 底部企画手持へラケズリ.外面ヘラケズリ.

5 I (すべ杯 11.0X 6.2X 4.2 平庄で内青虫味に立ち上がる . 底節ヘラ切り後無関盤‘内外面ナデ.

6 土師審杯 ー一一X 7.8X 3.5 底観から急速に立ち上がる. 底部企画手持へラケズリ .

7 土師曇杯 10.7X 4.3X 7.3 外面指顕によるロタロ痕顕著. 底部糸切り後周辺部ヘラケズ 1) • 

8 土師器杯 ーーーX 7.5X 3.4 内外面指によるロクロ痕顕著. r上』の量書が底部に有る.

9 土師器杯 糸切り後周辺部ヘラケズり. 文字不明の量書が底部に有る.

10 模造晶 2.6X 2.1 X 0.3 情円形で中央に孔を持つ. 質的語い滑石製.

18 17図 11 土師器甑 36 . 6 Xー一一X 7.0 長胴で大き く 外反している. 口辺内面ナデ外面岡部へラケズリ .

12 土師器寝 14.0X--X 5.1 頭部括れ膏るしく口融に凹線. 腕部ヘラケズリ.

13 土製菅玉 2.3X 1. 5X 一一一 不盤量楠円形を呈する. 表面にへラケズリ痕を持ち造りが楓雑.

20 19図 1 土師器杯 1 1. 8 X-一ーーX 4.7 外面に槍を持ち先底を呈する. 内外面共にナデ.

2 土師器事事 ー-X 8.0X 2.3 底部から急速に立ち上がる . 底部へラミガキ内面鼎色処理.

21 20図 1 土師器寝 20.0X一一-x 3.6 外反し口線に凹線を持つ. 内外面共にナヂ.

2 刀子 刃部幅 l 師 掴身町刀子で一部に木置が付着. 刃都が欠けているが同一倒体であろう .

3 支脚 17 .3X 7.8X 一一 やや瞳な作り方で下噛面をう， (， 外面にへラケズり痕を残す.

22 22図 1 土師器寝 20 .0 X ーーーX 5.6 t舌れが弱 〈 外反している. 胴都内外面へラケズリ口辺内外面ナデ.

2 土師畢聾 14 . 2 X 一一-x 7.3 括れ都がコの宇状に近い. 刷部外面へラケズ 1 ) 外面白辺給積痕.

3 土師器綜 16.4 X一一一x 3.3 急遣に開きながら内膏して行(. 外面にヘラケズ 1) 檀を積 L内外面赤色重軍基.

4 土師器綜 14 . 8 X ーーーX 3.8 丸底でわずかな外稜を持つ. 外面にへラケズリ、内面ナデ.

5 土師器杯 14.8X ー-X 3.5 著予の外積を持ち内膏. 外面へラケズリ、内面ナデ.

, 6 土師器杯 13.8 X 一一-X 3.3 丸底で外積を持ち急速に内膏 外面へラケズリ、内面ナデ.

7 土師器軒 13 . 4 X 一一-X 3.7 丸底で外積を持ち内膏する . 口融部付近まで外面へラケズリ 内面ナデ.

8 土師器杯 12.0X--X 3.6 平底に近い丸庄で向膏 L立ち上る 外面へラケズリ内面ナデ.

9 土師器杯 11.6X 6.1X 3.9 平底から内奇し立ち上がる . 外面ヘラケズリ内面暗主を持ち底部ヘラケズリ .

10 灰紬杯 17.2X 12.4X 5.5 古付杯で高古は古醇を呈する. 内外面ロタロ慎.底部ヘラ記号を持つ.

23 24図 l 土師器製 19.0X-X 8.0 括れ強〈外反し口融に移行. ロ辺倒に蛤積痕、口緑に凹線を持つ.

2 土師器1I! 18.8 Xー一一X 5.8 外庇し口緑に移行.捕れが強い. 口絡に凹線を持ち 、 口辺部に瞳檀直を持つ.

3 土師器褒 14.8X--X 4.8 指れ弱 〈 件反し内面に回線. 給積痕を外面に残 し、 内面に沈織を持つ.

4 土師器聾 14.6 X-一一X 5.0 口融内外面に洗練を持つ. 外面に蛤積痕を持ち括れは弱い. . 

5 土師器裏 15.2X- -X 6.2 括れは弱 〈 外反して行 ( . 外面へラケズ 1 ) ‘ 口融内面ナデ.

6 土師器杯 17.QX 5.0X 11.6 広い底部から内膏しつつ立ち上る. 外面ヘラケズ リ 内面ナデ、 底部へラケズリ .

7 く すべ杯 12.2X 8.0X 3.8 底部から内苛しつつ立ち上がり外反. 口辺部やや肥庫.底部切りはなし植へラケズリ.

8 土師器杯 12.4 X一一-x 3.8 丸底抗味に肉膏しつつ立ち上がる. 外商と内面上半へラケズリ、内面下半ナデ.
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住居士止出土遺物(3 )

住居 遺物h 器 種
法量 単位岨

形態の特徴 董 形 の 特 ., 
h 口径 x底径 x高さ

23 9 土師器杯 12.0X--x 4.1 口織櫨を打ち車部丸呈載を呈す. 外面へラケズリ内面ナデ.底部ヘラケズリ .

10 砥石 7.3x 4.0- 1.2 不聾方躍を呈し量象的留を持つ画と平坦な面を持つ凝灰岩製.

24 25図 1 土師器聾 16 .4x一一-x ..5 頭部で丸味を帯r.Fて括れ外IX. 目録外面目蝿を持つ胴下半ヘラケズリロItナデ.

2 土師器寝 13.0x 一一-x 3.2 顕都で借れ外反、口陣立上tJ屯. 内外商ナデ。

3 土師器杯 14.0x--x 3.3 丸底で内膏 L立上がる. 外面ヘラケズ 1) .内面暗文を持つ.

4 土師器杯 12.6x 6.0x 3.9 丸底で内膏し作りが悪い. 外面へラケズリ 、 内面ナデ.

5 土師器杯 12.8x 6.9X 3.3 平庄で.に立上がり口睡で内膏. 内外面にへラケズリ内面上半ナデ.

6 土師器杯 ー一-x 7.6x 1.6 底部内み. 底部静止糸切り悶辺部へラケズリ.

25 26図 1 須恵器杯 18.0x- -x 2.3 頭部で悟れ外反し口揖に凹線. ロクロ水逸き.

Z 土師器杯 12.6x 一一- x 2.9 内膏しながら立ち上がる. 外面へラケズリ、内面ナデ.

26 鎚図 1 土師器費 19.4x 7.2X29.0 胴がふ〈らむ量胴聾左右非対私 外面ヘフケズリ口陣内面ナデ.

2 土師器褒 17.0x 5.Bx 19.0 広口凱味町小型町聾で揺れ弱い. 外面へラケズ 1) 日緑内面ナデ.

3 高杯胸部 ー-x一一-x 7.4 左右非対称て叫画にヘラケズリ. 造りが著しく組錐.

4 高杯脚部 ー一一-x--x 5.4 底部から連結部へすぽまる. 外面へラ ミ ガキ 、 内面へラケズリ 。

'---
5 磨石 8.3x 6.8x 3.4 情円形を呈 L端部打欠< . 平坦部及び周囲に使用復

(2) 地下式土紘出土遺物

N. 遺物h 器 種
法量単位圃

形
口径x 底径 X高さ

態 グ3 特 徴 時 期 生産地

1B 30図 l 石製鉢 一ー- x 18.0x 7.6 底部町みで砂炭製底部付近に整形痕を残す.

2 石嬉破片 11.6x 7.6x13ι やや平董醇に近い楕円の胴却に聾醇檀を慢した実起を加える.

3 元符通宝 銭経2.41咽穿経0.67咽宇厚1. 18圃銭厚0.96圃重き 2.4 g 宋(1098)

31図 1 本!I! 35.0x--x 7.0 内外面に鉄軸がかけられていて、折り返し口縁を持つ。 15-16C 常 滑

2 こね鉢 32'.5x一一- x 10.0 口跡却に 2 畢の枕線を持ち、胴部にへラケズ 1)痕を慢す. 15-16C 常 滑

3 31図 3 高杯脚部 一一-x12.4x 8.8 底部から段を持ち内膏しながら立ち上がる. 古噴時代 土師器

4 燈明皿 11.2X 4.1X 2.9 底部から段を持ち、聞いて行< .底部は糸切りで切りつ量し。 中世 地 方

5 こね鉢 33.0X13.0X 7.5 底部に提起を加える聖地はi車栗色でi真緑色町柚がかかる. 15-16C 美 濃

(3) 湾出土遺物

N. 遺物h 器 積
法量単位四

形
口径×底径×高き

掴 の 特 徴 時 期 生産地

3 泊図 1 内耳土器 36.0xI4.4xI5.0 2 圃ー対の把手と、それを支える把干の113 圃の把手を持つ. 15-16C 地 方

z 内耳土器 36.6x 一一-x13.2 l とほぼ同様町形態で‘ l と同様内外面にスス付着. 15-16C 地 方

3 おろし皿 14.2 x 一一- x 3.3 葉地1;1タリーム色てT真録色町紬カSかかる.貝圃上よ O出土. 15-16C 瀬 戸

4 香炉 lO.OX--X 1.8 葉地は乳白色で青色町紬が内外面にかかる. 15C 肥 前

5 青磁備 一一- x 6.3x 1.4 高古を持ち、内外面に厚い青色町軸をかける.草地1;1乳白色. 17C 肥前

11 



(4) 陶畿顛

出土位置 遺物h 器 種 口径x底径x高き 形 組 の 特 ー量 時 期 生産地

事70土拡 35図 1 高杯 一一-x](.2 x 10 . 2 構告留から内膏しながらすぽま~ . ..に聞 < . 6C 土師審

事10土絃 3剖盟 I 鉢 一-x--x一一 外穫を持ち、 内膏しながら聞いて行<. 17C 実温

6D-c 2 陣 17.0x 9.2x 5.5 目録内面に穫を持ち、 軸は施きれていない. 16C 地方

4G-b 3 壷 14 . 8X一一一 x 9.4 嘩曹に近い圃薗から立ち上が 0折。亙L口障を持ち費量. 15-16C 常滑

車23土紘 4 土瓶 一-x-- x一一 桂口内面に 2倒的孔を持ち、乳白色町軸を施す. 19C 地方

事78土紘 5 鉄紬皿 10.4x--x 2.3 日縁部内外画に鍋色町紬を施す京地はi轟茶色. 16-17C 東海，

4F-b 6 天目茶摘 13.0x 4.6x 7.0 素地I主演茶色を呈し、内外面に鉄紬がかかる. 17C 翼 ìl

3E-b 7 中国iIII江省電車系青磁蓮弁文碕.灰色がかった膏い紬を施l..京地は乳白色. 14C 中国

(5) 古銭

本遺跡がらは合計17枚の古銭が出土した。これらは保存状態が悪〈 、 図示できたものは地下

式土紘 1 Bか ら出土した元符通宝 1 点のみであった。以下一覧表に出土した古銭を示すのみに

留めたい。

外径 内径 庫き 庫き 重量
N. 出土地点 銭 種

(個} {圃}
(宇) (揖} 初鋳年代・生産地
{圃} {・} (8) 

l 車10号土拡 車宋z宝 2.41 0.62 1.33 1.28 2.2 本邦餓

2 事10号土拡 祥符通宝 2.55 0.59 1.68 1.54 3.2 宋(1曲8)

3 事10号土革 元量通宝 2.49 0.69 1.29 1.24 2.6 本邦銭

4 事10号土鉱 車宋通宝 2.48 0.64 2 枚. 4 ・ 5 密着

5 曹10号土拡 , 
6 車 3 号溝 型車元宝 2.42 0.65 1.60 1.25 2.7 本邦慎餓

7 事 3 溝貝層 景徳元宝 2.50 0.59 1.56 1.15 3.7 軍(1伺4)

也事 3 上町民層地18 皇軍通宝 2.52 0.70 1.14 0.84 2.7 宋(1037)

9 曹 3 溝 口元日口か口口元日 2.70 0.78 1.24 1.04 3.1 拠隠Aは本邦銀可能性あり

10 膚元通宜的可能性あるが不明 本邦銭

11 事 3 溝員眉中 学銭 2.20 1.30 3.1 明治 17年

12 事 4 溝 不明(鉄銭}

13 事 4 溝 皇宋通宝 2.32 0.71 1.65 1.35 2.5 宋(1037)

14 事 3 住北側 元量通宝 2.39 0.64 1.72 1.35 2.5 本邦餓?

15 4E-b 供武通宝 2.22 0.58 1.49 1.29 2.2 明(1368 )

16 3E-d {開}元通宝 膚 (62 1)

12 



(8) まとめ

今回発銀調査した八石田遺跡は、発鍋調査期間中に雨が多〈、また大規車庫の上に撮り込みの

深いものが多いと言う蜂遺構が重なり、期聞が延ぴてしまった.こうした峰崎を乗り切り、調

査を終了できたのは、調査に関った多くの方々の憶力があったのは胃うまでもない.逐一お名

前は記きないが、感謝の意を表したい.

ここで調査した住居祉は25軒であり、古墳時代から平安時代までである.

中世では溝と土域群を調査した.土拡は合計97基であったが、 3 碁は縄文時代の所産である

が、他は主に中世に作り使われていたものである.これιの土鉱は、ある一定のZリア内にプ

ロックを形成するものである.

遺物として注目すべきは、第36図 7 町中国語青江省竜泉系の青磁蓮弁文碗が小破片ながら注目

できる.

ー 13 -
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E !l! 1 骨住居士止実測図 F L==E==3 

レ主立与ニミ三室司ー
0111 号住居桂土層院明】
1 黒鍋色土粘性があ~ .少量的ローム粒を含む.
2，暗・色土:ローム岨.ロームプロックを多量に含む.
3，黒銅色土:ローム曲が多<.塘土桂一本院魁を含む.
4 ・色土:ロームプロックを少量含む.
1 暗褐色土:砂駐が多〈 ロームプロ y ク、焼土プロックを含む.
6，買鍋色土 ロームプロ ックを主にした層.
7, "色土 : ローム岨が多い.
8，暗鍋色土 ロームを主にして、 鶴色土町粒子を含む.

ミ冨=::::;:
|幽

c 
d 

\てご未5ゴ 醐

ロ
ノ
口

fい
に
. .渇倒

ヒゴ

五電豆右記\
。，.

I ゴ

第 l 号住居祉カマド実測図
[第 1 号住居栓カマド土層説明
1 暗縄色土 ローム位がJ:ぃ.
2 時繍色土 ローム粒と山砂が多い.
3, "色土'山砂、鍋色士、理土匝を含む.
4 ・色土憎土並. 惜土プロ y タ を多量に含む.
5，暗織色土砂岨.珊土プロ y 夕、ロ ム粒を含む.
6 無鶴色土 炭化世が多〈、ローム粒、鴫土岨を含む.

7 暗縄色土 ローム栓.黒色土を含む.
8 時・色土 ローム岨.山砂を含む.
9. ì爽銅色土 ローム位、佐土位、山砂を含む.

(第3図)第 1 骨居住雄蕊ぴ出土遺物実測図
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(114園)第2~骨住居士止実測園
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A 8 

〈時間土刷用]
J. 褐色土 ・ 構土位、 木
炭越を含む.

2. 繍色土 ローム艦を
わずかに含む.

3. 暗・色土 . 木炭岨.
ローム岨を~ < 含む.

主

.5 骨住居士止
, . . 

【.6 't住居後土層制明】

二~

。

cglj 三

。

.6 骨住居士止費調図

A 1 . 情事.色土 : ローム盤、 木炭位、 理土瞳
を合。.

2. ・色土 . ローム岨が 1 に比べ~，‘・
3. ・色土蝿生岨.ローJ.粧が多 <. 枯性
が.い.

c 
て三 三予ア旦

4. ロームを主にした帖り底ら しい画.
5. .‘・色土 ローム敏. 木俊位を多 〈 含む.

E 

第 6 号住居士止出土遺物

。醐

ヒ三

(篇5 園) 115 、 6""住.鐘漫ぴ出土造物実湖周
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鮪 7 号住居歯止実測悶 z 
.測

.7 号住居士止出土遺物実朝国

【事 7 号住居縫土層魁明I
1 暗・色土ー榎 〈、 粘性があり 、 ローム量は少ない.
2 暗鍋色土とローム圃が 3 c.-5閣でE周になる唖取な眉.
3， 買・色土 : ローム町 2 改温慣町...
<， 蝿舗色土 : ローム瞳を少量合tt.
5， ・色土 ローム位を少量含む.
., 11.色土 . 硬置で帖性があり . ロームプロ ック を合tt.
7 暗鍋色土軟らか 〈 帖性を骨色、 ローム量子を含む.

~ 
3轟

|同

。

~ 
@ 。

⑨ 
c 
~ 

【.3 号構土曙且明】
1 ， ・色土 : .作土.
2 ・色土ロームプ

ロ ヲ タが多い.
3, .・色土 ' 冒ーム
プロ ッ タは少な仁
蝿土並を青む.

<， 暗圃色土腐化イ、
笹子を多 〈 含む. • 

5， 畠偶色土 : 3 !:i[ 
いが、 ，号住町カ
マドよ 9櫨れた昏
睡が.い

"・色土 ローム鑑
が多 <. 硬い.

7， 畠鍋色土 : ローム

・止をわずかに青む.
8 圃鍋色土四一ム
世は7t . ry 少ない.

。

.8 骨住居士止実淘図

国

c 

1" 

(..号住居後土層雌明}
9，暗働色土 8わめて硬〈、 道路に檀われる.
10， 癒縄色土 ローム盤. 埠土瞳をわずかに含む.
11， 摘・・色土 : 睡土岨. 粘土佐を含む.
12， 貰・色土 ロームプロ ック を圃めている 、 床面町一・Eか.
13， ・色土 ローム瞳が. <、 情土佐をわずかに含み著し 〈 曜い.
1<，銅色土 : 13と同じだが軟らかい.
15 ・色土: ローム世をわずかに含む.

<.811) 箪7 ・ 8号佳.栓友ぴ出土造物実濁国
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{事 9 号住居桂土層蹴明】
1. 暗褐色土.粘性があり

ローム敏を少量官む.

2 暗舗色土 ローム駐が

$い.

3 褐色土 ・ 柏性があり 、

粘土佐世含む.

4. 山砂町ブロ y ク.

5. 粘土と山砂町混じる眉.

149 号住居祉費潤図 百三ず

。 3 

A 

?'-=:::三ア之マザーミ亨ミ二
~..守陣圃-~四回 ,. 

{館?園).9 、 11~住居雄漫ぴ出土遺物実濁園
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第 9 号住居社出土遺物

[車 11号住居雄主層艶明1

1 . 量償色土:緋作土.
2. 1鼻茶銅色1.:ロームプ
ロックを$<含み、焼

土桂も官00
3. 決藁褐色土: 2 に比べ
ロームプロァタが，j、魁a

4. 褐色土木炭位、焼土

魁が$- <、 粘性あ ? o

5. 1鼻聾褐色土焼土プロ

y タを多量に含む.
6目 黒褐色土 ローム魁を

少量含み、粘性あり.

B 

B 
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(118園) 1111号住居並出土造物実・濁園

- 19 -

S 
.刻

ヒ !

7 



σ ,. 
~土---ゴ

第 11号住居士止カマド実測図

¥ 
1>- 1> 

(\ 

c 

|国

c 

{事 11号住居栓カマド土居民明]

1. 轟褐色土 ・ 砂設が$<、焼土佐を少量含み、

粘性弱い.

2. 暗禍色土:砂位が$<、焼土プロックを$<

合A、 粘性弱い.

3. 褐色土 : 焼土般を著子含み、灰が$ぃ.

4. 焼土 : 禍色土を含む.

5 黒僑色土:焼土粒、山砂をわずかに含む.

D 

D 

。，.

MI2号住居祉実測図

(J!l 9 園) .11骨住居雄カマド、 .12号住・2止実測図
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第 13号住居主上実測図

~ d 
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ヒゴ

.，3号住所祉カマド実潤自由

l¥ l1_ 

宅|

D 

三|
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【事13号住居栓土層観明1
1 . 撹乱

2. 横綱色土 ローム魁. 煉土佐を

少量合tr.

3. 鍋色土 ・ 焼土位、ローム敏が穿

〈、粘性が強い.

4 綱色土 ロームプロ ック を合tr.

5 軍備色土:ロームプロ y ク ‘ 焼
土佐が4 より妻、、.

6. 褐色土:焼土位、ローム位を含

む.

【事1 3号住居祉カマド土層説明1

1 禍色土 : 砂駐を事 〈 含む.

2. 葺褐色土焼土粒、ローム位を

合んでいる.

3 粘土層 ・天井部町名残り砂魁を

$ ( 含む.

4. 淡傭色土焼土位、 ローム駐を

含む.

5 焼士眉.

6 位土、 褐色土の7ロ ックを多〈

合む.

(鱒10園)第13号住居雄実測図
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11114帯住居士止実測図

【.14""位農産量カマド土居
健明}

,. .色土砂畿を主にし
ている.

2 俊之を主にした掴.
3. ・色土 。 ローム組処
土佐t_ < 含む.

- ・色土 . ローム組を含
。.

5 ・・色土 砂鍾を主にし
て倹土・H含む.

6 鳳色土 古い樋a、 本
のa?

7 給土鍋色土のプロ ヲ タ
を含み、 焼土敏が-ぃ.

8 粘土・ 天弁舗の名残
?処土. 黒色土が混
じる.

• 
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館 18号住居士止実湖国

t・5・.(1 -3).輔号土~(4-7).15.住居抵土層間】 c 
i，・色土。木炭且健土組金含む. ーニ-
2，・色土 11こロームプロヲタの凪化したものを含む.
3，・色ゴt : 2 よ Hロームプロ ヲ夕、 健之駐が.い.

4 奈.色土 S に比ペローム笹， I車土畿が少ない.
5, 1廃・&10 ローム敏. ロ ムプロ ッ タ . 粘土鑑が.

‘、.

.，軸ゴk・t ・a土・U'.い.
7， 賞・色土 ロームプロ ヲ タを主体にした膚.
8, .・色土 ?より笹子が・かいロームプロ ッ タを主
にしている.

" .色主 ・ ローム鍾が多<. 縮性が・ぃ A

e 
c 

. 

~ d 

15号住居雄1J ~f，蝿

一念~
1. 

傭96号土結実濁国

1'" 鮪 15号住居士止実測図

(.，，'t住居後方マ ド土層111.明】

|ロヤ

“ ヒ 1

H 

1 ， 鍋色土 。 夫弁"が刷穫した鮪土が多い土層.
2, .色土焼土、 結ゴkプロ ッ タを含みサラザラしている.

3 山砂が. <，ソヂが刷寵したらの.
4 夫弁.的規存..
5 ・色土砂鑑、 ロームプロ ヲ夕、 ロ ム敏. 健土鐙t含む.

(節目園)鱒15、 18_金.雄、 11鈎、 96_土議実湖国

- 24 -
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{第14図)第15号住居並出土造物実測図
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I・16号‘蝉27号住居法土層雌閉}
1. 置土

也 1 匂l

て l
凶 l

2. 葺.色土:鰻土粧.ローム誼を多〈含む.

鍋 l, 

3. 葺.色土:ロームプロ y タが多い.醜土並粘土艦艇化軸が多い.
4 ・色土 ローム岨が 3 より瞳子が小きし瞳土世.炭化物も少ない.
5. 1庚葺・色土:軸土由自の砂植を多〈含む.
6. 燭色土・唖土瞳をわずかに含む.

c d 

11116号住居士止カマド実測図

と率言込
[車16号住居桂カマド土層IJ!明】
1. 鍋色土筒土粒を多 〈 含み、
地土岨を含む.

2 慢土盤、 捜土プロ ックの眉.
3. .色土慢土監を若干含tr.
4 ・色土 :ローム魅. ロ -l.ブ

ロ γ タ を箸平含む.

目 。"
と I ゴ

国|
弘|

D 

凶|

D ‘ l 

111 16、 21号住居士止実測図

)."" ，~f---'く

ロ-0
ω 

1 ゴ

第 16号住居量出土遺物

(鮪15園)錦16、 27-1t健婦雄及ぴ幽土造物実湖国

- 26 -



1> 。|

\!(~⑥ ⑦ 

⑥ 
.. ,, 1 

恵三三計三三二， '2 (sν:~ 
第 17号住居地実測図 L====立

【1I 11号 19号住居祉土壇111.明}

l 暗・色土:捜土世が多〈、枯性が蜂い.
2，暗鍋色土;ローム世が多〈、瞳土佐が少ない.
3，褐色土 : ローム岨が少ない.
<，賞・色土ー蛾11号住居栓の帖W.
5，綱色土 ロームプロ y タが多い.
6，暗樋色土ー檀土誼は目立たず、 ローム世が多い.

|σ 

[第11号住居社カマド土層
脱明1 c 

，・・

d 
1 ， 備色土.砂粒が多い.
2，砂を主にした曙檀土
プロ ッ タが多い. ~込ー

3 砂と粘土を主にして構
土盤が多い.

4 摘鋤色土 ロームプロ
ッタを主にする.

5, 事件作土
6，織色土 ローム位、 韓
土粒を含む.

" .色土慢土般が多 <.

。 ， .

lI! 17号住居並カマド実測図

"鍋色土:ロームプロ y タが多い.
8，暗繍色土.ロームプロ γ ク町風化したもの.
9，情色土 : 帖世はな<.ローム位が少ない.
10，・色土 ・ ロームプロ ッ ク金含む.
11，黒鶴色土'帖世があり.理土世を含む.
12 貰褐色土ーロームプロ ック を主にした眉.
13，貰鍋色土: 12に惜土佐を多 〈 含む.

c 4 

ぷ率三Q
。，.

lI! 19号住居雄カマド実測図

[第四号住居栓カマド土層蹴閉3
1, .色土檀土佐を含み. 砂植が~い.
2，山砂を主体にした層 夫弁の刷れたもの.
1 ・色土 。 1 よりも慢土が多い.
4 捜土 : 砂を主体にしている.
5, lI\鍋色土 ' ローム桂、視土並を古む.
6，黒褐色土 山砂町構けたプロ y タを含む.

ロームプロ y ク且土佐
をわずかに含む第16園)第17号住居雄‘ .19号住居雄カ7 ド実測図

- 27 -
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第 17号住居祉出土遺物実測図
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(飢17園}第17、 18-IJ住居士止出土造物実淘国
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1113 骨地下式土盆

'" 
箇l

D 

,. 
'===包=='

(第18図)篇1M住.雄第3骨地下式土活費濁園

- 29 -

地

f、，



I・19号住居祉.3 号地下式土lll:土層脱明1
1. ・色土 . 帖土位、 ローム艦やや多い.
2 暗鶴色土:帖世あり、ローム祉が多い.

3 暗褐色土・ローム駐をわずかに含む.
4. 鍋色土・軸性が強<.ロ ム盤、粘土誼を含む.
5. .鍋色土ロ ム岨をわずかに含む.
6. ..色士 ロームプロ ックをわずかに含む.

1" 

~ 

|。

f・20 ・ 21号住居雄、土層脱明]
第四号住居栓カマド(1 -4) 

住居栓土層 (5 -9) 

.21号住居祉土11 (10-15) 

/ 
A 

'‘ 
1. 輔色土:砂位、 ローム岨を多 〈青むパ2
2. 暗褐色土。砂粒‘ローム敏.班土を含む.

3. j真鍋色土・慢土プロックが~(含まれる.

4. 黒鍋色土 ローム肢を含む.
5. ・色土 ローム位、捜土佐を含む.
6 買得色土 ロームプロ y タを主に惜土を含む.

7. 買鍋色土。ロームプロックが多仁木農粒を含む.

8. 県銅色土枯置が強〈、ロームプロ y クが多い.

9. 暗鍋色土砂位を少量含む.
10. 鍋色土:ローム位、慢土岨を含む.
11. ..色土:ローム位、砂岨を含む.
12. 暗鍋色土 : ローム粒. 韓土岨を含む.
13. .色土 ローム位、 ロームプロ ックをわずかに官む.

7. 県備色土・ロームプロ y タを多〈含む.

8. 暗鍋色土 ロームプロ グタをわずかに含み.枯性がある.

9 賀銅色土量的崩事土.
10. 鍋色土粘性があり.粘土栓を含む.
11. 黒鍋色士。硬 〈、 ロームプロ ックを含む.
12. 県縄色土粘土世を多 〈含む.

103 

。'"ヒ二ニニコ--ゴ

B 

"‘ "===ニニゴ

B 

ー-F

¥ 

第20号住居祉出土遺物実測図

(第19図)篇20号住居雄漫ぴ出土造物実湖図
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11121号住居祉費澗図

F 
3 

刷

亡三コ七三三3P2
~ @ 

凶

と--ニコ---ゴ

。
一一第21号住居士止出土遺物実測図

(鮪20園) .21骨住居雄漫ぴ出土造物実測図
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I!ZZ号住居士止力マド実剥図

円

i I J r I ( 
。

。 1111旦
。

ωl 

1'" 

I!ZZ号住居lIl:実測図

【事22号住居桂カマド土層脱明1

1. j.鼻高橋色土.ローム位慢土

肢を~ < 含む.

2. 機構色土鳩土プロ ッ ク砂位、

黒色土プロ y クを含む.

3. j，員茶褐色土.焼土般をわずか

に含む.

4 賞褐色土・ローム駐を主とし

て規土佐を含む.

5. 砂位円多い粘土.天井部が崩

れたもの.

(即u.~ 銚22~住居~!I棚田

- 32 -

凶 1

D 

【第22号住居社土層説明}

1 . 樋色士 焼土曜章、ローム誼を

合む.

2 茶褐色土 ローム位が目立つ

が 3 よりローム艦は世ない.

3. 茶褐色土.ロームプロ ッ クを

~<含む.

4. 禍色土 Z に似ているがロー

ム駐はd惨ない.

5. 銅色土 カマドより流れ出た

粘土、 砂位を含む.

6. 貫褐色土 : ロームプロ y クを

主にした圃.

7. カマドのソ デ。
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(第22園)飾22号住居桂樹土遺物実測園
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【癖23号住居桂土層脱帽]

1. lf;縄色土.ローム，J、艦子、焼土

駐が事〈粘性がない. ‘
2. 銅色土・ 1 よりローム司、艶子、

焼土魁が歩なし焼土佐円盤が

大きい.

c 

① 
A B 

。 。。 。

L\~J 一二---------えた二三
。

c 

c d 

~ 

,. 

第23骨住居士止実測図

【.23号住居桂カマド土層脱明}

1. 葺褐色土.砂盤を~ < 含む.
2. 華銅色土 1 より砂位が多い.

3. 禍色土・葺褐色土町プロ 7 夕 、 焼土馳を含み、

やわらかい.

4 高鍋色土焼土盤、 ローム盤、砂位を~ < 宮む.
5. 葺鍋色土 : 焼土プロ y 夕 、 灰を~ < 古む.
6. 赤褐色土:焼土プロ y クを主体にして、 砂駐を

~ < 宮む.
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新而 て2
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又司11 ノ
(鏑24図}第23号住居雄出土遺物実測園
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|悶 1'" 01凶
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11124号住居祉実測図

第24号住居士止カマド実現図

【."号住居栓カマド土周E証明】
1. 1臭高鍋色土 ローム槽土プ

ロ ック を含む.
2，鍋色土。班土粒を多 〈 含む.
3，聾褐色土・ ローム位、慢土

世、 木俊世を多〈含む.

4 .褐色土 ローム盤、木炭艦

を少量官む.
5. j策事鍋色土周溝内土層.

害有 マミ=17.

aB γ1 ~ 

~ ~ダ
欄

ヒ--コ--ゴ

(第25国}錬24~住居雄及び出土造物実測園
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白 l

01. 

(.，.号住居Jt土層観明】
1. .色土 : ローム盤. 構土
駐を着予含む.

2 葺褐色土煙土佐. ロー
ム粧を多〈含む.

3, I臭事鍋色土 : ローム魅.
鴫土プロ ァ タを含む.
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L=二一出
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,. 
』ニ， 1125~住居雄出土遺物実調図

1125号住居士止実測図

{第25号住居桂土層疎開}

1，茶褐色土:炭化小組子をわずかに含む.

2，茶縄色土 1 にカマドよりかき出した粘

士、炭粒.焼土魁を含む.

3. 真茶舗色土:ローム駐を~ <含み、 焼土

佐もわずかに含む.

4. 真茶禍色土;砂位、 粘土植が多い.

(第26図)観25号住居雄Jlぴ出土遺物実測園

"舎
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ι~ 11 ① • 
0; =-1\\回
。

11126住
F 

I ,._---... 11¥¥ 。 |

一一日一

。

第28住
。

。⑦ ,. 

立ぅγ¥¥ ~ | 国 ι， 1

A B 

E F 

玉二「たムヤャ」ニー「ーフ 4 二ζ三二丁
f・26号住居栓土層脱明】
1 ・色土 ローム粧が多 <. 帖世がない.
2 高鍋色土 黒色土町プロ y タが風化したも町.
3 賞銅色土 。 ロ ームプロ ックが風化している.

4 葺・色土 ロームが風化したも町が多 〈、 慢土世をわずかに含む.
5 波葺鍋色土 ローム敏IH より少な 〈 現土位は 4 より多い.

(篇27園}館26 ・ 28号住居祉費湖国

- 38 -
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(篇28園)篇26号住居雄出土造物実測園
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1'" 

I・ 1 A ・ 1 B守治下式土埴土層脱明1
1. 砂層.買弁徳鴫存薗.
2. 暗縄色土:ローム小敏子を含む.
3. .・色土・ソフトロームを含む.
4 砂町プロ y タ 量的働帯土.

5 ・色土ー黒色土を含む.
6. 備色土。砂町プロ y タを含む.
1. ・色土。ロームプロック砂祉を含む.

• ~.槙・色土 ローム岨を含む.
'9 暗揖揖土 ローム瞳をわずかに含む.
11. 暗鍋車土 . 砂組内プロックを含む.
12. .1・色土.ローム岨を多量に含む.
13. 樋色土 ロームプロックが風化したものが多い.
14. 暗・色土 : ロームプロ 歩夕、砂瞳町プロックを多量

に合ti.
15 砂町多い' 天弁圏内繊書土、・色土が多〈含まれ

る.

16 ・色土 ロームブロックを青む.
11 暗・色土 砂町プロッ夕、炭化輔の位子を含む.
18. 暗褐色土帖性が強い.
19 暗鍋色土砂岨と砂町プロ y クを含む.

20 ・色土 ロームプロックを少量含む.

A 

'" 
1\ 2 号地下式土拡実測図

。

.副

i==主====l

1¥1 A 、 18 号地下式土結実調図

[策 2 号地下式土革土層脱明]
1. 暗鍋色土: 1・色土町プロックを含む.
2. 暗鍋色土砂粒プロ y タを多〈音む.
3 暗・色土・豊町周蕃土.
4 砂層壁、天弁の崩事土.

手 暗鋤色土砂粒向τロックを少量含む.
、-晴縄色土ー 砂をまばらに含む.
7 ・色土:酌量的プロァタを多〈含む.
8 砂祉の層量の崩事土暗舗色土を含む.

9 暗縄色土砂岨を#<含む.
10 砂粧のプロックが多い.

λU. 槙楓色土夫弁の刷蕃土砂世が多い.
12. 砂町プロックが多い層.

13 酢植が多〈‘暗褐色土を含む.
14 天弁部崩事土・色町融分を多〈含む.
15目暗褐色土砂町プロ ック を多〈含む.

16 暗鋤色土砂町プロッタを少量宮む.
11. 銅色土砂町プロ y タが多〈含まれる.

{第29国}篇lA 、 18、簡2骨地下式土法実測園
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.1 B 地下式土滋出土遺物実測図
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.3号地下式土法出土遺物実測図

(第31園)錦 1 B 、 113号地下式土法出土造物実測図
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3・

【鴛 2 号溝土層G-HI証明}
1 . 暗鍋色土 。 枯性があり、ローム位.
ロームプロ マタ を含む.

2. 鍋色土 : 帖置が強< . ローム敏.
ロームプロ ック を含む.

3 ・色土 ‘めて硬いローム位、 ロ
ームプロ y ク を含む.

4. ".色土 : 極的て硬 〈 ローム担金
少量含む.

5. 暗・色土.若手軟弱でローム駐を
少量含む.

E 

¥¥  

マ孟7

a 【 .3号旗土層 A-F脱明}
1. 黒色土 : ローム位、 現土瞳を少量
含む.

2 暗・色土 : ローム世.ロームプロ
ックを含む.

3 暗.色土:ローム盤が~ < 軟らか
‘、.

4. ..色土 ローム岨が少な〈帖性
弱い.

6. 暗・色土 . ロームプロ ック を含み
軟膏.

7. 暗鍋色土 iI貝土層.
8. 暗鍋色土貝1:含まず硬い.
9 ・色土。きわめて硬いローム世が
多い.

10. 貫鍋色土 :きわめて唖いローム町
圃.

11 . 暗.色土 きわめて硬 〈 ローム岨
が多い.

12. 暗・色土 ・ 11 と閉じだが軟らかい.
13. l1li.色土 ・ 碩 <. ローム桂が多い.
14. 暗.色土軸性強 < .ローム世を
わずかに青む.

15. l1li・色土 : 軟らか〈 ローム監を舎
む.

16 貰灰色土硬い帖土町層.

17. 貰褐色土硬 〈 ローム層 と粘土と
の互層.

_ 18. 暗.色土壇 〈 ローム岨を含み、

二 枯土と町E屠.
19. 鳳・色土 硬〈 ロ ーム誼は少な〈
瞳土監を含む.

20. l1li・色土 18の軟賓館.
21. 県鍋色土 20よりさらに軟らかい.
22. 暗鍋色土: ローム祉が~<慢土舷

t含む.
23. 楓・色土 ローム盤は少な〈 帖性

はある.
H 鍋色土・ ローム位、 ロームプロ ッ

タが多い.
25. 県色土・帖性があり ローム粒. ロ

ームプロ ック を含む.
26. 貰鍋色土 ロ ム岨を主として鍋

色土を含む.
27 伺色土 ローム瞳が多い.
28. 貫褐色土 ローム誼町周. やや軟

らかい.

29. 縄県色土 ; 帖性があり、ローム世は
少ない.

30. 賞褐色土 唖 <. ローム盤を多 〈
含み黒色土を含む.

31. iI土貝層
32. l1li 1・色土 : きわめて唖 〈 ローム岨

が~ぃ.

(第32園)第2 、 3~普溝実測図
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[事22号土拡土層蹴明]
1. j.鼻聾褐色土 . ロームブロ

ッ タを.<合tr.
2. t員茶褐色土よりもロ
ームプロ y タ町並子が大

きい.

[軍21号土拡土居脱明}

1 . 賀補色土 ロームプロ ツ

タを主として褐色土が混
じる.

2. 貰縄色土。 ロームプロ y

タ的世子 1 に比べて大き

A B 

• 、tv 

!l!94骨土革実濁図
。

第 17号土拡 !I! 1 2骨土拡

。

A 

!I! 1 2、 15 、 16、 17骨土拡実測図

【事12号土砿土層組明1

1 慣乱

2.11色土混じりの砂層

3. j轟賞灰色土 : 山砂を多量に

合む.

。 G 
A 

!I! 15号土拡
,. 

1 ゴ

第 12号土拡断面図

(1134園)節 1 、 12、 15、師、 17、 21 、 22、 94骨土法実測図
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第69、 70、 88、"骨土拡実測図

(.92毎土革土圃雌明}

1 黒色土 . ローム位が世量含む.

2 暗銅色土 . ロ ーム敏子を多量に含む粘性あり .

3. 禍色土，ローム組が$ ( ロームプロ ック を少量官む.

4. 鼎禍色土・ローム魁を多量古む.

5. i高褐色土. 粘色がな く、 ロームプロ ック を多量に官tr.

6. 偶色土 : 粘性がな く. ロームプロ y タを多量に官tr.

7. 黒色土・炭化物を多量に含む.

8. 賞綱色土・ローム位を中心に少量的掲色土を青み粘性が強い.

9. 黒褐色土.炭化魁を$(含む.

10 襖緬色土 . ローム位、砂桂を$ (含む.

国 |

飾的号土Jlt

第70号土拡

鏑69号土拡

/ 

'‘ 
B 

A B 

2M 

1 ゴ

1192号土結実測図{第35図)館関、 70、 88、関、 92号土法

漫ぴ70骨土壇出土遺物実測図
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